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 今年度第２回の技術研修会は、１０月８日（水）午後５時３０分から東京都計量

検定所Ｂ会議室で開催された。 

 今回は（社）東京都計量協会の御協力により、改正されたＪＩＳ法下における最

近の動向を中心に販売者にとってのJIS製品の位置づけ、新しいJISの持つ意

味、関係するJISの改訂動向等について勉強した。 

 また、検則ＪＩＳ化の現状と推移、来年にも予定される質量計のＪＩＳ改定の現状

と方向性について詳細な説明が行われた。参加者の利便を考えて今回は研

修時間を夜間にとり、比較的好評であった。またテーマが関心の高い領域であ

ったことも幸いし、３１名の参加者は熱心に受講、質問も活発であった。 

 



 

　東京都計量器コンサルタント協会は、研修見学会
を7月17日の午後、埼玉県朝霞市の東京都水道局
朝霞浄水場で行った。参加者は21名。
　梅雨明け前だった関東地方のこの日は気温30℃
を超す真夏日となった。まずは会議室で一時間の
浄水場に関する講義と実際に浄水する方法を実験
した。つづいて二班に分かれて屋外の施設を汗を
かきながら見学した。
　見学会場となった「東京都水道局朝霞浄水場」
は、埼玉県朝霞市にあり、原水は利根川中流部の
利根大堰から武蔵水路を経て、荒川を下り秋ケ瀬
取水堰で取水して、浄水場へ導水している。朝霞
浄水場は東京水道の施設の能力の約４分の１に相
当する日量170万立方ｍの処理能力をもち、主に23
区の南西部に送水している。
　平成16年11月からは、施設能力の半量（85万立
方ｍ）に、オゾン処理と生物活性炭処理を組み合わ
せた恒久的な高度浄水施設を導入した。平成17年
4月からＰＦＩ事業により常用発電設備及び次亜塩素
酸ナトリウム製造施設が稼動している。

　　　　東西計コン研修見学会のご案内
　開催日時　平成２０年１１月２７日（木）
　集合場所　JR上野駅公園口　バス駐車場　　AＭ９：４５
　工場見学　㈱資生堂　鎌倉工場
　参加費用　８，０００円 （参加費は当日申し受けます）
　＊集合場所までの交通費、昼食代は各自ご負担くださ
い

　　　　　　　　　＜平成２０年度役員会報告＞
　・第１回　３月２６日（水） １9名
　　　　　　　２０年度事業計画企画について　研修会・見学会等
　・第２回　４月２２日（火） １6名
　　　　　　　技術研修会・研修見学会企画案審議、その他
　・第３回　５月２８日（水） 15名
　　　　　　　第１回研修見学会企画審議
　・第４回　９月１１日（木） 18名
　　　　　　　技術研修会・東西計コン研修見学会企画審議
　・第５回　１０月８日（水） 14名
　　　　　　　東西計コン研修見学会企画審議、その他

平成20年度
第１回研修見学会を実施

東京都水道局朝霞浄水場

　東京都水道局は、地球環境の保全に配慮した施
策の推進に積極的に取り組んでいて、その一環の
自然エネルギー利用として、200kW×6群で総計
1,200kWの国内最大級の出力をもつ太陽光発電設
備もある。
　東京都計量器コンサルタント協会の研修見学会
は、コンサルタントとしての技術向上を図り、また会
員相互の情報交換、親睦の場として毎年開催して
いる。


